令和７年○○月○○日　依頼文の例
「さりながら」

○○○○○○中学校
校長　○　○　○　○　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中学校長会情報部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　長　　嶋　本　敏　幸
（増毛町立増毛中学校）

会報『道中だより』原稿執筆の依頼について

　日頃より、広報活動に対して、ご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
　さて、本会では、本年度も引き続き会員の連帯感と意識の高揚を願い、『道中だより』を発行しているところであります。
　つきましては、ご多用のところ誠に恐縮でございますが、下記により玉稿をお寄せいただきたく、お願い申し上げます。

記
１　号および発行日　『道中だより』　第○○○号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７（８）年○○月○○日発行予定

２　依　頼　原　稿　『さりながら』

３　字　　　　　数　２３字×４２行＝９６６字、横書き でお願いいたします。
                    (見出し分　２３字×８行は別です。)

４　提出について　
①方法　　e-mailに電子データを添付し玉稿を以下の担当まで送付願います。
≪玉稿の送付先≫
　　　　　　　むかわ町立鵡川中学校　　宮　田　真　基　　宛
〒054‐0051　北海道勇払郡むかわ町文京4丁目2番地
TEL (0145)42-2283   FAX (0145)42-5564
E-mail 　dochu.miyata555@gmail.com

　　　　　
②期日　　令和７年○○月○○日（○）


５　その他　参考資料として昨年度の原稿もお送りしています。
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